






要約:1.新生児を対象にムコ多糖症のスクリーニングを試みた。対象は新生児 570 人で、

日齢別に尿中の Glycosaminoglycan(GAG)と、Creatinine(CRE)を測定した。その結果

GAG,CRE ともに日齢 2～3、3～4へと低下(p<0.0001)していた。また、GAG/CRE もやはり日

齢 2～3、3～4へと低下 (p<0.05)していた。また、出生時の体重、在胎週数、性差ともに、

GAG/CRE との相関は認められなかった。このことより、スクリーニングをするにあたって、

日齢による測定値の変化を考慮すると、日齢 4、5の尿でおこなうのがよいと考えられた。

2.岐阜県の 6ヶ月児におけるムコ多糖症スクリーニングノパイロットスタデイを継続して

行い、4年間で 60799 名をスクリーニングしたが患児はまだ検出されていない。


